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@。囮。別 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 麟躙 (2) 

「
肱
川
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農

林
産
物
や
そ
の
加
工
品
な
ど
を
見
直

し
、
町
の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、

新
し
い
視
点
か
ら
創
意

・
工
夫
を
こ

ら
し
た
新
し
い
製
品
開
発
を
行
い
、

町
を
代
表
す
る
特
産
品
と
し
て
育
成

し
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
」
こ
の
目

？斤^・-不可
f 

•..........................................................................• 
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； 活動の拠点ー特産開発センター i 
~.......................................................................... j 

標
に
向
か
っ
て
昭
和
五
十
九
年
度
か

ら
、
特
産
開
発
推
進
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
が
、
十
三
年
目
を
迎
え
、

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す。
こ
の
事
業
は
四
本
の
柱
を
中
心
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

◎

―
つ
目
は
、
特
産
品
の
研
究
開
発

で
す
。よ

も
ぎ
う
ど
ん

・
か
き
も
ち

・
大

麦
ケ
ー
キ
・
ス
ラ
イ
ス
し
い
た
け

「
花
木
立
」．
瞬
間
冷
凍
う
ど
ん

•
そ

ば
な
ど
を
代
表
に
数
々
の
特
産
品
が

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
や
特
産
開
発
セ

ソ
タ
ー
・
森
林
組
合
•
特
産
加
工
グ

ル
ー
プ
・
肱
川
食
産
・
商
工
会
で
開

発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
取
り
く
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
二
つ
目
は
、
特
別
町
民
制
度
で
す
。

特
産
開
発

セ
ン
タ
ー
の
運
営

豊
か
な
自
然
と
素
朴
な
人
情
味
あ

ふ
れ
る
肱
川
と
、
都
市
の
人
達
と
の

交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
特
産
品
、
農
林
産
物

な
ど
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
き
て
い

ま
す
。ふ

る
さ
と
の
香
り
「
風
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
は
、
年
二
回
と
四
回
の
発
送
を

極

し
て
い
ま
す
。
現
在
約
千
名
の
方
が

会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

”
物
の
交
流
だ
け
で
な
く
心
の
交
流

を
：
・
：
J

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◎
三
つ
目
は
、
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発

セ
ン
タ
ー
の
運
営
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
の
七
月
七
日
に
オ
ー

地
元
の
素
材
を
最
大
限
に
活

用
し
、
特
産
品
の
研
究
開
発
、

加
工
販
売
、
「
風
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
発
送
の
拠
点
と
し
て
、

”
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ソ
タ

ー
“
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月

七
日
に
オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。

•

特
産
品
の
研
究
開
発

・
農
林
産
物
の
加
工
、
販
売

・
食
堂
の
経
営

・
観
光
事
業

等
を
、
主
な
業
務
と
し
て
取
り

・組
ん
で
ぎ
て
い
ま
す
。

食
堂
・
売
店
・
直
売
所
・
加

エ

・
外
商
の
五
つ
の
部
門
に
分

か
れ
て
お
り
、
食
堂
部
門
で
は
、

プ
ソ
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

町
の
玄
関
施
設
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

◎
四
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
肱
川
会
の

設
立
で
す
。

東
京
地
区
・
東
海
地
区
・
京
阪
神

地
区
・
松
山
地
区
の
四
地
区
で
、
肱

川
町
出
身
の
み
な
さ
ん
が
、
お
互
い

の
親
睦
．
肱
川
町
と
の
交
流
な
ど
を

目
的
に
設
立
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
山
地
区
で
は
、
毎
年
九
月
に

「
ひ
じ
か
わ
イ
ベ
ソ
ト
松
山
広
場
」
と

銘
打
っ
て
、
肱
川
町
の
農
林
産
物

・

特
産
品
を
即
売
し
た
り
、
郷
士
芸
能

を
披
露
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

よ
も
ぎ
う
ど
ん
や
肱
川
ラ
ー
メ
ソ
等

に
よ
る
麺
類
の
定
食
が
人
気
で
す
が
、

肱
川
町
独
特
の
メ
ニ
ュ
ー
も
考
え
て

い
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

売
店
部
門
で
は
、
肱
川
町
の
特
産

品
を
中
心
に
販
売
を
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
開
発
を
進
め
、
種
類
を
豊
富

に
し
て
い
く
事
が
大
切
に
な
っ
て
い

ま
す
。直

売
部
門
で
は
、
農
産
物
の
販
売

が
中
心
で
す
が
、
町
内
の
生
産
者
と

の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、
充

実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

加
工
部
門
で
は
、
よ
も
ぎ
う
ど
ん
・

肱
川
ラ
ー
メ
ソ
・
五
色
カ
リ
ソ
ト
ウ
・

漬
物
等
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、

新
規
特
産
品
の
開
発
が
必
要
で
す
。

外
商
部
門
は
、
風
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
町
内
商
店
が
主
で
、
順
調
で
す
。

運
営
的
に
は
、
や
や
安
定
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
売
り
上
げ
が
横
バ
イ

で
あ
り
、
こ
れ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
で
す
。

昨
年
度
、
東
海
地
区
、
阪
神
地
区

で
、
新
聞
社
と
の
連
携
に
よ
り
、
通

信
販
売
を
行
い
ま
し
た
が
、
好
評
で

し
た
。
今
後
の
方
向
の
一
っ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。又

、
中
居
谷
や
大
谷
の
加
工
場
や

特
産
品
生
産
の
グ
ル
ー
プ
に
生
産
委

託
を
進
め
、
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
で

は
、
素
材
提
供
、
販
売
等
を
担
当
し
、

ま
た
風
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て
、
人

と
物
の
交
流
を
推
進
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
表
は
年
度
別
売
上
状
況
で
す
。 特産品の数々
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ひじかわ特産セソターのチェー

ソ的工場として、餅類・かぎも

ち等を中心に生産部門を担当し

て、採算のとれる企業に高める

ことと、地域の振典・活性化に

寄与することを目的に設立され

た「中居谷農産加工場」は昭和六

十三年の一月八日に活動を始め

ました。

特に①グループ員の連帯・協

調・融和と生活の向上を図る。

②加工製品は、餅類を中心とし

た自然食品である。③原料は、

地元で生産できるものを中心と

し、地域農家の所得向上が図れ

るよう努める。

このことを目標として、取り

くんできました。

グループは四名の皆さんです

が、パートの方が現在では十名

年 度 売上（千円） 年度 売上（千円）

S59 21,156 H3 70.664 
60 37,410 4 66,668 
61 47.871 5 67,197 
62 72,738 6 61,283 
63 69,832 7 65,019 

H 1 61,823 8 60,330 
2 78.120 
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め生ね す 特た月平‘ノも開 思 ま しわも 広イ A ・タ
ざ産り大

で に 増 の て調迎 い忙を

し
゜産の一成的う発ひいすまのぎ い ア コ 鹿 l販す間加製特いなぇ設まな超

てし‘麦 加が日ーエーセじまのし 特餅 活ッ 1 野 は 売 ° に を 造 に ま 活 ‘ 立 す毎え

し
‘そヶ ェ、に年場言‘ノかす活た 産 ・ 動プフ゜川もに 合見は，，す動年か°日 て

‘採の 1 場→ 開 の と 、か
手算他キ←大設十し ぎ

チタわ°動゜ 品か がにや荘ちお ゎせ °がごら にお

て
ェ 1 特 推 とぎ なよ商 ・ ろい

て
な‘大も な と 十 なり

。 性 多 や で 谷 し 二 、 1 の産 進 しも さる店大ん い需幅ち さに年 つ‘
、は

を て ち れ郵・洲 、 程要な‘‘ れ順を て多

心をこめて.....． 

又
、
現
在
生
産
し
て
い
る
加
工
品
以

外
に
も
、
チ
ャ
レ
ソ
ジ
し
て
、
新
規

加
工
品
の
開
発
研
究
の
中
か
ら
、
で

ぎ
る
だ
け
地
元
の
素
材
を
活
用
し
、

地
域
の
振
興
・
活
性
化
を
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
先
程
の
大
麦
ケ
ー
キ

・
ま

め
い
り
・
柚
ね
り
の
他
、
巻
き
よ
う

か
ん
・
野
菜
の
ク
ッ
キ
ー

・
ジ

ャ
ム

等
幅
広
く
、
生
産
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
又
、
山
菜
お
こ
わ

・
巻
寿
司

等
も
定
評
の
あ
る
味
で
す
。
特
に
大

麦
ケ
ー
キ
は
、
結
婚
式
の
引
き
出
物

と
し
て
、
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

販
路
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
特
産

開
発
セ
ソ
タ
ー
、
鹿
野
川
荘
、
地
元

商
店
、
各
種
イ
ベ
ソ
ト
等
で
す
が
、

多
方
面
へ
進
出
し
て
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
特
に
ト
マ
ト
・
ゆ
ず
・

そ
ば
を
活
用
し
た
新
し
い
も
の
に
挑

戦
し
、
製
品
化
し
て
い
き
た
い
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

成
果
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
じ
か
わ
の
特
産
品
づ
く
り
は
、

女
性
の
活
動
が
大
き
な
力
を
発
揮
し

て
き
ま
し
た
。

特
に
生
活
改
菩
グ
ル
ー
プ
で
す
。

町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会

で
は
、
三
年
前
に
「
風
の
里
・
肱
川

の
味
」
の
冊
子
を
作
成
し
、
特
産
品

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
ま
し
た
。

又
、
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の

試
作
展
示
を
実
施
し
、
現
在
い
く
つ

か
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成

果
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
食
品
で
な
く
、
＃
早
木

染
め
“
を
町
の
特
産
品
と
し
て
、
生

産
販
売
を
さ
れ
て
い
る
”
風
染
の
会

“
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
風
染
の
会
は
、
草
木
染
め
が

好
き
な
五
人
の
方
が
四
年
前
に
結
成

し
ま
し
た
。
”
風
染
の
会
“
の
名
前

の
由
来
は
、
風
の
町
・
肱
川
で
染
め

物
を
楽
し
む
。
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

活
動
は
月
・
一
ー

ニ
回
代
表
者
の

岩
仲
登
喜
子
さ
ん
（
大
和
）
の
家
に
集

ま
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

肱
川
町
は
、
山
が
多
い
の
で
、
草

木
染
め
の
材
料
は
い
く
ら
で
も
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
に
、
紅
梅
・
白
梅
・

桜
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ク
サ
ギ
・
ビ
ワ
・

タ
マ
ネ
ギ
の
皮
等
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
化
学
染

料
で
は
出
せ
な
い
柔
ら
か
い
色
合
い

が
魅
力
で
す
。

染
め
上
が
っ
た
時
の
予
想
で
き
な

文
ゥ
ん
な
で
輝
く
町

い
面
白
さ
、
二
度
と
同
じ
色
が
出
な

い
楽
し
さ
が
あ
り
、
季
節
に
よ
っ
て

も
染
め
上
が
り
の
色
が
微
妙
に
異
な

り
、
染
め
れ
ば
染
め
る
ほ
ど
奥
の
深

さ
が
分
か
っ
て
く
る
と
い
い
ま
す
。

ハ
ソ
カ
チ
・
ス
カ
ー
フ

•

T
シ
ャ

ツ
、
の
れ
ん
・
テ
ー
ブ
ル
セ
ソ
タ

ー

等
を
染
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
、
新
し
い
特
産
品
を
め
ざ
し
て
、

”
紅
花
染
め
“
に
も
チ
ャ
レ
ソ
ジ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

又
、
新
た
な
風
が
吹
き
始
め
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
に
、
特
産
開
発
推
進
事

業
を
始
め
て
十
三
年
が
経
過
し
、
様
々

な
展
開
が
な
さ
れ
て
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
風
お
こ
し
運
動
と
の

連
動
に
よ
り
、
改
め
て
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

小
さ
な
所
か
ら
、
少
し
づ
つ
、
又

加
工
だ
け
で
な
く
、
野
菜
生
産
・
ケ

ヤ
キ
等
の
銘
木
生
産
等
す
ぐ
に
出
来

る
事
・
将
来
を
見
据
え
て
実
施
す
る

事
等
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
考
え
ら
れ

ま
す
。み

ん
な
で
輝
く
町
を
め
ざ
し
て
、

今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
！

草木染めしてます
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恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
っ

り
が
八
月
七
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
台
風
の
影
響

で
河
辺
川
が
増
水
し
た
た

め
、
あ
ゆ
と
う
な
ぎ
の
つ

か
み
ど
り
大
会
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ソ

ト
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
上
鹿
野
川
の
弁
天
宮

で
祭
典
の
神
事
が
行
わ
れ
、
続
い
て

下
鹿
野
川
の
愛
護
班
に
よ
る
子
供
み

こ
し
が
元
気
な
か
け
声
も
勇
ま
し
く

商
店
街
の
笹
飾
り
の
ト
ソ
ネ
ル
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
で
は
、

び
っ
く
り
市
が
催
さ
れ
、

婦
人
部
に
よ
る
生
ビ
ー

ル
の
販
売
、
農
業
後
継

者
に
よ
る
炭
火
の
焼
き

肉
、
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
焼
き
そ
ば
、
た
こ

焼
ぎ
、
い
か
焼
き
、
金

魚
す
く
い
等
の
出
店
が

並
び
浴
衣
姿
の
親
子
連

れ
や
若
者
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

又
、
七
夕
笹
飾
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら

し
た
も
の
ば
か
り
で
し

こ。
キー

河
原
で
は
、
く
じ
付

き
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
賞
品
を
当

て
た
幸
運
な
人
も
あ
り

ま
し
た
。

文
化
グ
ル
ー
プ
で
の

発
表
は
、
バ
チ
さ
ば
ぎ

も
見
事
な
風
陣
太
鼓
の

み
な
さ
ん
が
オ
ー
プ
ニ

ソ
グ
を
飾
り
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
は
、
自
慢
の

の
ど
を
披
露
、
続
い
て

和
気
安
子
歌
謡
、
ソ
ョ
ー

織

姫

賞

天
の
羽
衣
賞

銀 天

の

川

賞

河

賞

七

夕

賞

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暗
く
な
る
と
、
ち
ょ
う
ち
ん
に
灯

り
が
と
も
さ
れ
盆
踊
り
の
始
ま
り
で

す。
浴
衣
姿
の
老
若
男
女
が
手
ぶ
り
、

足
ぶ
り
よ
ろ
し
く
、
又
、
子
供
た
ち

は
、
小
さ
な
笹
に
え
び
せ
ん
や
短
冊

を
つ
け
て
も
ら
い
元
気
に
踊
っ
て
い

ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
は

轟
音
と
共
に
夏
の
夜
空
に
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

七
夕
笹
飾
り
入
賞

高
野
頼
信

〈
サ
和
気
商
店

シ
ス
タ
—
美
容
室

冨
氷
新
一

ク
イ
ー
ン
美
容
室

毎
年
恒
例
の
夏
季
訓
練
が
今
年
は

七
月
六
日
（
日
）
午
前
七
時
三
十
分
か

ら
町
民
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
行
わ
れ
ま
し

炎暑の中

肱川町消防団夏季訓練

「7月6日（E3)町民グラウンド ］

お

願

い

広
報
に
関
す
る

ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係

こ。f
 こ

の
訓
練
は
、
三
瀕
消
防
団
長
以

下
五
十
六
人
の
幹
部
及
び
新
入
団
員

が
出
動
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
個
訓
練
、

小
隊
訓
練
、
水
防
結
索

訓
練
、
又
、
新
入
団
員

は
機
械
器
具
取
扱
訓
練

を
き
び
ぎ
び
と
し
た
表

情
で
行
い
最
後
に
河
原

に
お
い
て
各
分
団
に
よ

る
ポ
ソ
プ
操
法
大
会
で

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

各分団によるポンプ操法大会
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中毒から

つのポイント

防には、「きれい」である
」で「衛生的」であることが
買い物からあと片づけまで、
についてきちんとした知識を
をしてみましょう。

1 食べ物を買うとき………

●肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを。消費期

限のあるものは、必ず確認しましょう。

●購入したら、肉汁や魚などの水分がもれないように、

それぞれ別のビニール袋などに。

●冷凍や冷蔵などの温度管理が必要なものは、買い物の

最後に。買ったらまっすぐ帰るようにしましょう。

2 食べ物を保存するとき・・
●冷蔵・冷凍の必要なものは、持ち帰 ったらすぐ保存 し

ましょう。

●冷蔵庫・冷凍庫の詰めすぎに注意。 7割程度に。

●冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫はマイナス15℃以下が目安。

細菌が死ぬわけではないので、温度管理とともに早めに

使いきるように。

●肉や魚はビニール袋や容器に入れて、ほかの食品に汁

がかからなしヽように。

●流し台の下に食品を保存するとぎは水漏れなどに注意。

床に直接置かないようにしましょう。

3 調理の下準備をするとき・・

●何はともあれ、手を洗う。

●キッチ‘ノにゴミがあったらまず捨てる。タオルやふき

んは清潔なものを使う。調理台を片づけて広く使えるよ

うにしておく。せっけんの用意も忘れずに。

●肉、魚、卵などを扱ったあとや、動物にさわったり、

トイレに行ったり、おむつ交換をしたり、鼻をかんだり

したあとは必ず手洗いを。

●肉や魚の汁が、果物や野菜など生で食べるものや調理

がすんだものにかからないようにしましょう。

●包丁やまな板は、肉や魚を切ったあとに一度熱湯で洗

うこと。できれば、肉用、魚用、野菜用とそれぞれ別々

にそろえましょう。

●ラップしてある野菜もよく洗いましょう。

●凍結している食品を室温で解凍するのは危険。冷蔵庫

か電子レソジを使うこと。水で解凍するとぎは気密容器

に入れて流水で。使う分だけ解凍し、解凍したらすぐ使

:’,．．．．.．．．，．．．．..．．、.．..．..．．．．．．．．．.，．．．．．.,.，．.．．..，....．．..,9,．．．．．．，、，．．．．．．．．,．．....,...

食中毒の疑いがあるとき、すぐにかかりつけの

医者にみせましょう 。また、 、応急処置として、十

分な水分の補給をしましょう 。安静にし、消化し

やすい食事をとるとともに、腸を刺激する冷水よ

りは、常温に近いお茶や麦茶などをとるとよいで

うこと。冷凍・解凍をくり返すのは避けるようにしましょ

う。

●包丁、まな板、ふきん、たしし、スポソジなどは、使っ

たあとはすぐに洗剤と流水で洗うこと。漂白剤に一晩つ

け込むのも効果的です。洗ったあと熱湯をかけたり煮沸

したりして消毒すれば確実です。

4 調理をするとき…………

●調理の前に、キ ッチ‘ノを点検。タオルやふきんは乾い

た清潔なものに交換し、手を洗いましょう 。

●加熱するとぎは、食品の「中心部を75℃で 1分間」を守

りましょう。

●料理を途中でやめるとぎ、食品を室温で放置するのは

危険、必ず冷蔵庫に。再び調理するとぎは十分加熱しま

しょう 。

●電子レソジは、レソジ用の容器を使うこと。熱の伝わ

りにくいものは、ときどきかき混ぜましょう。

●調理前、調理後の食品は室温に長く放置しないこと

(0157は室温だと15~20分で 2倍に増えます。）

5 食事をするとき…………
●食卓につく前に手を洗いましょう。

●盛りつけは、清潔な手で、清潔な器具を使って、清潔

な食器に。

●温かい料理はいつも65℃以上に、冷やして食べる料理

はいつも10℃以下が目安。

6 残った食品の取り扱い…

●残った食品を扱う前にも手を洗い、清潔な器具と皿を

使って保存。

●残ったものは、速く冷えるように浅い容器に小分けし

ましょう。

●時間がたちすぎたら、思い切って捨てること。

0温め直すときは、 75℃以上を目安に十分に加熱する。

みそ汁やスープは沸騰させましょう。

●ちょっとでもあやしいと思ったら、口に入れずに捨て

ましょう。

いざというとき、あわてないために，999,..，9’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’"’’’’’’,．,9,．＇’’’’’'"'’’’’’’"’'’’’’’’’’’’’’’’’’’999,¥

「どんな症状か」そして、最近「何を口に入れた

か」を報告してください。

腹痛や下痢のときは、市販の下痢止めを服用し

がちですが、食中毒には下痢止めは逆効果なので

服用してはいけません。また、かぜと判断してか

ぜ薬を飲むこともよくありますが、いずれの場合

も、医者に詳しく伝え、指示を仰ぎましょう。

しょう 。

医者にみせるときには「いつ症状が出始めたか」

—’ ’‘ ’’ ’’’’’ ’’’ ’’• ・ • 9’’’’’’・ • 9'’’’’’・ • 9’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’9,．，.‘’’’’・ • 9'‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’'9,．,. 9 9 9, 9,．，.. 9 9, 9,．,‘’’’’’・ • 9’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’9 9 9, • • • 9’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’‘’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’・ •’’’ ’’’ ’,..,; 



⑲。@。領 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鰯窟尋 (6)

二こ

第
二
八
六
回
肱
川
町
議
会
臨
時
会

は
、
八
月
一
日
招
集
さ
れ
議
案
三
件

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
肱
川
町
火
葬
場

新
築
工
事
」
、
「
肱
川
町
火
葬
炉
設
備

工
事
」
、

「
名
荷
谷
簡
易
水
道
改
良
拡

張
工
事
」
の
い
ず
れ
も
工
事
請
負
契

約
の
締
結
の
案
件
で
し
た
。

国
民
年
金
は
保
険
の
一
種
で
す
か

ら
、
原
則
と
し
て
自
分
が
納
め
た
保

険
料
、
つ
ま
り
納
付
期
間
に
応
じ
て

将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金
が
決
ま
り

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
に
は
加
入
す
る

こ
と
が
前
提
で
す
が
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
方
は
①
自
営
業
者
や
農
林
漁

業
従
事
者
、
学
生
、
無
職
の
方
な
ど

次
の
第
二
号
と
第
三
号
被
保
険
者
に

該
当
し
な
い
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
と
し
て
②
会
社
や
官
公
庁
に

勤
務
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
第
二
号
保
険
者

と
し
て
③
第
二
号
被
保
険
の
被
扶
養

配
偶
者
の
方
は
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
の
方
々
で
も
要
件
に
合

い
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
し

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
、
自
分
が
将
来
、
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

一
、
外
国
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十

五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

方

一

以
上
の
方
は
、
任
意
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
入
の
申
込
み
を

し
た
と
き
か
ら
、
や
め
る
申
出
を
し

た
と
き
ま
で
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。な

お
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

希
望
者
は
自
分
で
加
入
手
続
き
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
自
分
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国
保
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
六
十

歳
未
満
の
方

三
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
年
金
を

受
け
取
る
た
め
の
必
要
な
年
数
を

満
た
せ
な
い
方
で
、
七
十
歳
ま
で

の
間
に
必
要
年
数
を
渦
た
す
こ
と

が
で
き
る
昭
和
三
十
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
在
住
の
方

二
、
日
本
に
住
む
六
十
歳
以
上
六
十

五
歳
未
満
の
方

年
金
額
を
増
や
す

国
民
年
金
の
任
意
加
入
を

ご
存
じ
で
す
か

7月19日、大谷 小学校全校児童と園児34人で「とどろの滝」
周辺 の ク リ ー ン 運 動を行いました。

先生が大谷の自 然について考えたいと事前に「ふるさとの
自然を大切にしよう」をテーマに全校学級活動の授業を行い、
この 話の中でいったいどのようにすればよいかをそれ ぞ れ の
学年で話し合った結 果 次 の よ う な 意 見 が 出 た よ う で す。
0 おかしを食べた らごみはポケットに入れて持ちかえる
0 たばこを捨てる人を注意する 0 ポ ス タ ー を 貼 る
0 看板を立てる 〇リサイクルできるものはリサイクルする
〇 クリーン運動をする

この 6つの項目の中から、まず初めにクリーソ運 動実施と
なったようです。

このクリーン運動によって「大谷をきれいにしたい」「大
谷の自然を守って い き た い 」 と い う 子 供 た ち の 意 気 込みが伝
わってくるようでした。

-書ー・

7月4日（金）肱川中学校全校生徒143人による清掃活 ，

動（クリーソ愛媛運動）が役場裏の河辺川、ダム園地、小

藪渓谷、丸山公園等を中心に行われました。

当日は、それぞれの班に分かれての清掃作業となり、

役場裏の河辺川では、子供たちが安心して川遊びが出き

るようにとゴミやあき缶等をひとつひとつ拾い上げてい

ました。



(7) ⑲。＠靡 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 謡躙

今
回
は
、
住
宅
が
火
災
に
な
っ
た

場
合
の
避
難
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。住

宅
火
災
で
尊
い
命
を
失
っ
た
方

は
毎
年
お
よ
そ
千
人
に
の
ぽ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
屋
外
へ

．一
度

避
難
し
て
い
な
が
ら
、
ま
た
荷
物
を

取
り
に
戻
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
も

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

火
は
予
想
以
上
に
早
く
勢
い
を
増

し
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
第
一

で
す
が
、
万
一
、
火
災
に
な
っ
た
と

き
に
は
安
全
を
最
優
先
し
て
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

一
度
避
難
し
た
ら

家
の
中
に
は
も
ど
ら
な
い
。

い
ざ
と
い
う
と
ぎ
に
、
落
ち
着
い

て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で

家
の
中
か
ら
の
逃
げ
道
を
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

一
方
向
だ
け
だ
と
逃
げ
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず

2
方
向
以
上
の
逃
げ
道
を
考
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

避
難
路
は

2
方
向
が
基
本

普通救命講習会

修 r者 53人

|7月7日（月）山鳥坂ダム工事事務所

脳が酸素な しで生きていられる時間は、わずか 3~

4分といわれ、救急車が到着するまでの間の応急手当

が重要です。

その重要性を理解 していただぎ、 7月 7日（月）山鳥

坂ダム工事事務所では、今回で 3回目の普通救命講習

会が行われ、再講習者を含め修了者は53人となりまし

た。

講習会は、住民による応急手当の必要性を考えると

大変有意義なものであ

り、いざという時には

積極的な応急手当が実

施できるものと期待さ

れます。

川上支署では、今後

も応急手当の講習会を

数多く実施する予定で

すので、各事業所のご

協力をお願いします。

9月9日は「救怠のH」
あなたも、応急手当を

学びませんか。

自分の家族や職場の同僚が目の前で倒れたとき、あなたは

何ができるでしょうか。

「動かしてはいけないのでは...」「触れてはいけないのでは

..」と考えるのではないでしょうか。ちょっとした知識と勇

気さえあれば、大切なことができるのです。

1 1 9番通報し、救急車が到着するまでの、いわゆる「空

白の時間」に、そばにいる人が応急手当を行うことがその人

の生死を分ける重要な意味を持ちます。そこで、消防署では

応急手当の普及のため各種講習会を実施しています。

あなたの職場や地域においても万ーに備ぇ講習会を開いて

はいかがでしょうか。応急手当がそれほどむずかしいもので

はなく、身近に感じられると思います。また、講習会や応急

手当に関することはお気軽に最寄りの消防署にお尋ねくださ

し‘o

※大洲消防署川上支署 34-2851 

種 別 講 習 内 夕合

普 通
3時間の講習で、呼吸や脈拍が止まっ

たときに大切な「人工呼吸」や「心臓マッ

救 命講習 サージ」、大けがのときの「止血法」な

どが身につきます。

上 級
8時間の講習で、普通救命講習におけ

る内容に加え、骨折、外傷、やけどな

救命講習 どのときの応急手当や搬送方法が身に

つきます。
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一高齢者の人権問題に関する

12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主 催

高齢者の扶養，介護，独居，社会参加

等高齢者の人権問題に関するあらゆる

相談

（無料・秘密厳守）

平成 9年9月18日（木）

午前9時～午後9時

フリーダイヤル 0120-025-550

人権擁護委員

松山地方法務局

連合会

弁護士 法務局職員

愛媛県人権擁護委員

観光栗ひろい
_、、、、一＾
心とつ拘りの案内

味覚の秋を「観光栗ひろい」と「ぶどう狩り」

でお楽しみください。

0観光栗ひろい

●期間 9月13日～10月19日

●場所肱川町内の栗園

●入園料小学生以上 300円

幼稚園児 150円

0ぶどう狩’)
●期間 8月20日～ 9月20日

●入園料 中学生以上 1,000円

小学生 500円

幼稚園児 300円

●食べ放題です。

※どちらも希望者には時価にて販売いたします。

尚、お問い合わせ•お申し込みは
「ひじかわ特産開発センター」匹0893(34)2244まで

お待ちしております。

自衛 官等 採用 試験
（高校卒業程度）

今年度の自衛官等採用試験（高校卒業程度）の受付期間

は次のとおりです。

一般陸 •海・空曹候補学生（男女）
陸•海・空曹候補士（男女）］ 8 月 1 日（金）～ 9 月 9 日（火）
海・空 航空学生（男女）

陸看護学生（女子）

防衛医科大学校学生（男女） 9月16日（火）～10月14日（火）
防衛大学校学生（男女）］

2 等陸•海・空士（男子）
II （女子）

年間を通じて実施しています。

8月1日（金）～ 9月12日（金）

※ただし新規高等学校卒業予定者は、 9月5日から受付けます。

尚詳しいことは、自衛隊大洲募集事務所(0893-24-4123)又

は役場総務課(34-2311)までお問い合わせください。

家庭介護人（ヘルパー）

養成講習を受講しませんか。(3級）
愛媛県が愛媛県母子会に委託している母子家庭と寡

婦のための自立促進事業で 9月25日からはじまります。

＊講習期間

＊受講種目

＊講習場所

＊受講人数

9月25日（木）～11月

1週間に 1日を10日間

午前 9: 30～午後3: 30（予定）

家庭介護人（受講料は無料）

愛媛県八幡浜地方局会議室

30人

問い合わせ先

役場町民福祉課福祉係匹34-2340

は
じ
め
ま
し
て
ぼ
く
竜
太
で

す
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
と
ア
ソ
パ

ソ
マ
ソ
が
大
好
ぎ
で
す
。
毎
日

ビ
デ
オ
を
見
る
の
が
日
課
な
ん

だ
よ
。ぽ

く
、
も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ

ん
に
な
る
ん
だ
。
い
い
子
分
が

で
ぎ
る
か
楽
し
み
に
し
て
る
ん

だ＂

r‘‘‘‘‘‘‘‘‘i・！`
iヽヽ
・り``

‘‘ì‘̀‘
・直
i・・

No. ＿論のべmシR

お父さん
光二さん

お母さん
喜代美さん

は
じ
め
ま
し
て
愛
理
で
す
。

い
つ
も
イ
タ
ズ
ラ
ば
か
り
し

て
、
パ
パ
や
マ
マ
を
困
ら
せ

て
る
や
ん
ち
ゃ
娘
で
す
。
四

月
に
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た

ば
か
り
で
妹
の
お
世
話
を
す

る
の
が
大
好
き
な
あ
ー
ち
ゃ

ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
ネ
。

リ
ょ
う
た

城
戸
竜
太
ち
ゃ
ん
（
見
の
越
）

平
成
7
年
9
月
2
1
日
生

1
歳
11
カ
月

お父さん
優勝さん

お母さん
理恵さん

藤
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九
月
に
入
っ
て
、
い
よ
い
よ
台
風

シ
ー
ズ
ソ
の
到
来
で
す
。

台
風
に
備
え
て
各
家
庭
で
は
、
風

で
テ
レ
ビ
ア
ソ
テ
ナ
が
街
れ
た
り
、

看
板
や
ト
タ
ソ
板
な
ど
が
飛
ば
な
い

か
、
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛

ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
か
か
っ

た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
な
り
ま
す

台風シーズンに

備え

＼
 

の
で
、
家
の
廻
り
も
点
検
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯

の
準
備
、
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
切
れ
た

電
線
や
垂
れ
た
電
線
に
は
触
ら
な
い

よ
う
に
し
て
、
電
力
会
社
へ
連
絡
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

、
日

l
j
‘

、

l
j
.
、
ヽ
桐
‘
‘
、
、
旧
・

9
、
膳
尺
贔
桐

・~
．
l
j
．
．
川
・
直
服
し
．
ヽ
旧
ふ
旧
・
ヽ
憫

’
,`
直
隕
ー
、
ヽ
旧A

・
、
隕
rし
贔
隕
・
、
ヽ
阻

[
 

＼ 

て
ー

土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
作
成

土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
で

は
こ
の
ほ
ど
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
こ
の
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ
ッ

プ
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
が
気
象
情
報
に
注
意
し

て
、
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。こ

の
マ
ッ
プ
は
役
場
建
設
水
道
課

に
あ
り
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
各
部
落
へ
も
一
部
配
付
い
た

し
ま
す
。

いけますよ！

低温保管〈たくわえくん〉
皆様ご存じですか！

“たくわえくん”は、一般公募により決まった備蓄米

の愛称です。 平成 5年産米の大凶作で米不足となり、

大量のお米を輸入するなど大変混乱しました。その経験

を生かし、今後はそのような不作時にも消費者の皆様に

主食であるお米を混乱 な く供給するために、法律に基づ

＜備蓄制度が作られました。備蓄米は15℃以下の低湿倉

庫で、しかも湿度70~75％に保って大切に保管されてお

ります。それは低湿保管により、①病害虫の薬品による

くん蒸を一切行う必要がないこと（安全）、②お米が一種

の冬眠状態となり品質劣化が防止されること（新鮮）等に

よるものです。このような保管を行っているのは世界中

で我が国だけであり、味や品質は新米と比べても遜色の

ないお米です。

“たくわえくん’'は、皆様のお近くの「たくわえくん」

の「のぼり・ポスター（女子柔道の田村亮子ヤワラチャ

ンをイメ・-ジキャラクターに採用）」のあるお店で販売し

ております。是非お試しください。

「たくわえくん」などお米に関する事は、何でもお近

くの食糧事務所へお問い合わせください。

10月は
「中小企業勤労者財形制度普及促進月間」
勤労者財産形成促進制度（財形制度）は、勤労者の貯蓄や持ち

家といった、計画的な財産づくりを、国や事業主が援助、協力

しようとする制度です。

●勤労者が計画的にお金を貯め る『財形貯蓄制度』

●事業主が勤労者に金銭を拠出し、勤労者の財産づくりを援助

する『財形給付金制度』、 『財形基金制度』

●財形貯蓄を している勤労者に持ち家取得のための資金や教育

資金を融資する『財形持ち家融資』、 『財形教育融資制度』

●勤労者が育児、教育等のために、一般財形貯蓄から一定額以

上払い出した場合に、当該勤労者に一定額以上の財産形成貯

蓄活用給付金を支給した事業主に対して、国（雇用促進事業

団）が助成金を支給する『財産形成貯蓄活用給付金・助成金

制度』

• 中小企業における財形制度の一層の普及を図るための『事務

代行制度・中小企業財形共同化支援事業助成金制度』

からなっています。

利息等が非課税になったり、低利で大型の融資を利用するこ

とができるなど、勤労者の財産づくりに大変有利な制度です。

また、事業主には、従業員の定着性を高め、優秀な人材確保

にも効果的です。

問い合わせ先 雇用促進事業団愛媛雇用促進センター

公 (089)947-6677

.R 
〗口い翌｝ご己闘□

平成9年10月1日

皆様のご協力をお願いします

ごぞんじですか！検察審査会
交通事故，詐欺，おどしなどの犯罪の被害にあっ

たが、検察官がその事件を起訴して くれないのはど

うも納得できない。そのような不満をお持ちの方は、

遠慮なくご相談ください。

お問い合わせは、

大洲市大洲845

松山地方裁判所大洲支部内

大洲検察審査会事務局 8(0893)24-2038へ
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愛媛県中央児童相談所では、子育てと子供

に関するあらゆる電話相談を受け付けていま

す。相談時間は、年末年始と祝日を除く毎日、

午前 9時から午後 9時までです。

子育てなんでも

電話番号

ファックス

089 -923 -4152 
089 -923-4471 

マ及コ亀醇に報道構峨さ祁た肱』靡U

6/22 日本農業新聞 草木染めの技術生かす

新特産に「紅花染め」肱川町生活改善グ）レープ
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
な

ど
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
団
体

で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支

喜
多
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

が
、
七
月
十
一
日
に
河
辺
村
「
ふ
る

さ
と
の
宿
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
会
員
八
十
人
が
出
席

し
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
議
事
に
移
り

平
成
八
年
度
事
業
報
告
及

催
宿
び
決
算
報
告
の
承
認
を
受

開
の
け
ま
し
た
。
続
い
て
平
成

九
年
度
の
事
業
計
画
、
予

会
と

算
案
が
審
議
さ
れ
満
場
一

総
さ

致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま

連
るヽ

し
t

老
ぶ

l

)

。
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、

郡
将

多
辺河

会
長
に
小
園
善
繁
氏
（
五

十
崎
町
）
、
副
会
長
に
久

喜
保
宏
氏
（
内
子
町
）
が
再
選
さ
れ
今
後

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

講
浪
は
、
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進

講
師
、
大
野
慶
一
先
生
が
、
「
歴
史

と
人
間
・
毛
利
元
就
の
生
き
ざ
ま
」

え
る
財
源
は
社
協
会
費
を
基
本
的
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定
め
、
部

落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の
お
願
い

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
会
費
（
年
額
三

0
0円）

と
題
し
て
一
時
間
お
話
を
さ
れ
ま
し

こ。
キ
ー

只
今
、

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
の

毛
利
元
就
の
生
涯
、
戦
国
の
世
に
生

き
、
国
人
で
あ
っ
た
武
将
が
西
国
の

大
大
名
に
な
る
ま
で
の
人
間
模
様
に

知
ら
な
か
っ
た
事
が
多
く
、
大
変
勉

強
に
な
っ
た
と
会
員
の
皆
様
は
喜
ん

で
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
総
会
に
お
い
て
年
間
事
業

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
肱
川
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
も
宿
題
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

モ
デ
ル
老
人
ク

ラ
プ
活
動
の
推
進

二
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
今
秋
、

鹿
児
島
市
に
て
開
催
）
へ
の
参
加

会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

方
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

社゚
協
だ
よ
り

肱川町社会福祉協議会

8 (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共

栄

智

葉

保

様

見

の

越

城

戸

寿

恵

長

様

郷

高

岡

幸

吉

様

瓜

生

谷

山

中

美

茂

様

「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
っ
て
何
？

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
と
い
う
会
計
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
（
社
協
会
費
と
は
別
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
事
業
と
し

て
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
、
紙
お
む

つ
支
給
、
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
エ
ア

マ
ッ
ト
の
貸
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
購
入
資
金
と
し
て
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 □

 
人
間
は
、
「
こ
と
ば
」
を
も
っ
て
い

る
唯
一
の
生
物
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
人
か
ら
一
人
へ
と
伝
達
し
て
い
け

る
の
も
「
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
教
育
も

し
か
り
で
あ
る
。
ど
う
し
て
人
に
限
っ

て
「
こ
と
ば
」
を
知
り
、
真
似
る
こ
と

の
で
き
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
身
近
な
相
手
は
、
お
そ

ら
く
自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
母
か
ら
、

ロ
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
そ
の
口
つ

き
を
ま
ね
な
が
ら
母
音
を
出
し
子
音

を
出
し
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
、
母
は
「
お
は
よ
う
」
、
「
お

や
す
み
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
教
え

だ
す
。
そ
し
て
何
か
を
頂
い
た
時
に

は
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
意
を

教
え
る
で
あ
ろ
う
。
子
は
、
父
母
の

身
体
の
こ
な
し
方
を
い
つ
の
間
に
か

ま
ね
て
し
ま
う
。
「
し
つ
け
」
も
こ

の
あ
た
り
か
ら
大
事
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
「
あ
い
さ
つ
」

と
い
う
も
の
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
「
あ
り

が
と
う
」
―
つ
の
あ
い
さ
つ
に
、
い
っ

た
い
ど
れ
だ
け
の
苦
労
が
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
少
し
の
心
が
け
―
つ
で

人
間
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
道
徳

心
が
失
わ
れ
て
い
く
の
も
現
代
の
病

の
一
っ
で
も
あ
る
。

現
代
の
病
と
い
う
べ
き
か
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
生
命
の

尊
さ
で
あ
る
。
最
近
、
新
聞
を
見
る

10
月
・
給
食
サ
ー
ピ
ス
開
始

・
共
同
募
金
始
ま
る

た
び
に
殺
人
事
件
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
。
容
疑
者
に
い
た
っ
て
は
低
年

齢
化
し
中
学
生
が
犯
行
を
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
事
件
の
あ
る
事
に
関

係
者
が
協
議
を
し
対
策
に
走
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
単
な
る
事
後
対
策
で

あ
る
。
日
頃
よ
り
家
庭
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
教
育
、
特
に
生
命
の
尊
さ

を
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
社
会
風
潮
に
し
た
戦
後
教
育

の
あ
り
方
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

現
代
教
育
の
あ
り
方
を
正
常
な
形
に

と
と
の
え
る
ま
で
に
約
五
十
年
以
上

は
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
度

開
い
た
戸
は
元
に
閉
め
る
事
は
出
来

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
が
、
誰
か

が
毎
日
の
よ
う
に
犠
牲
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
日
本
民
俗
も
終
焉
と
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
し
つ
け
は
「
親
の
あ
り
方

―
つ
で
あ
る
。
」
親
か
ら
自
分
自
身
に

問
い
た
だ
す
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。
さ
さ
い
な
事
か
も

知
れ
な
い
が
、
「
あ
い
さ
つ
」
も
大

切
な
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

9

月
•
町
老
連
役
員
会

•
町
共
同
募
金
会

・
ゆ
う
パ
ッ
ク
発
送

．
敬
老
行
事

・
郡
老
連
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
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JA肱川では去る 7月 9日に共済友の会総会

及び推進大会を終え、各支所別会議を行って 7

月23日より一斉推進に入ったが月末は各部落の

常会等が有って本格的な推進に入ったのは 8月

1日からとなった。

JA役員、職員、共済友の会役員でもってそ

れぞれの班編成を行い各部落内の家庭訪問をし、

保障の必要性・対象者への必要なる保障をおす

すめ致しております。

特に今年は台風が 2本も上陸し日本全国では

風水害に見まわれ大惨事ともなっております。

そこで建物については、自然災害にも保障され

るJA共済特有の建更、又、家財家具について

は「まい家財」を是非おすすめ致します。生命に

ついては保障の充実した終身共済「よろこびラ

イフ」をおすすめ致します。

どうかそれぞれの保障を見なおして頂き安心

して生活が出来ますようよろしくお願い申し上

げます。

← ＼ここヽ 自然災害や火災の時の —-ご
家財の守りは万全ですか？

， 
/’ 

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

地震 台口言
“こ[•一 火:じ竺 落:尼

豪雨による
床上浸水など

：ニ
司牢
三ヨ仁コ

建物の外部からの物体の
落下・衝突など

“ 
盗難による
き損・汚損・盗取

火山の噴火・爆発

霞 I

津波 自然災害や火災などによる

死亡／冒
自然災害や火災などによる
後遺障害 ・治療，，

喜＿

に
収
容
さ
れ
て
い
る
家
財
と
な
り
ま
す
。

●
保
障
の
対
象
と
な
る
家
財
は
、
共
済
証
書
記
載
の
建
物
内

平
成
十
年
度
職
員
募
集

J

A
肱
川
で
は
、
職
員
募
集

を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
の
で

該
当
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ

、0
_̀v
 

J

A
肱
川
職
員
募
集
要
領

（
一
般
職
員
）

一
、
採
用
予
定
人
員

二
名

男
子
一
名
女
子
一
名

二
、
応
募
資
格

①
平
成
十
年
三
月
に
高
校
及

び
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

②
肱
川
町
内
に
居
住
す
る
者

で
通
勤
可
能
な
者

三
、
応
募
期
間

①
平
成
九
年
九
月
五
日
か
ら

九
月
十
六
日
ま
で

四
、
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

②
卒
業
見
込
証
明
書

③
学
業
成
績
証
明
書

④
健
康
診
断
書

（
学
校
医
そ
の
他
病
院
）

五
、
選
考
試
験
日

平
成
九
年
九
月
二
十
日
予
定

別
途
申
込
者
に
通
知
す
る
。

六

、

採

用

平
成
十
年
四
月
一
日

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
J

A
肱
川
管
理
課
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

R
R
⑥
@
 



(13)⑲。⑲。怒l 臼 OJ) 鯛瞬

健康管理のお手伝い！ 本日は厚生連人閻ドックの目玉コースをこ紹介致します。

＝厚生連 人間 ドック＝ 日1コース

▽腹部臓器が気になるあなたに！
1泊2日ドック

腹部CTコース
●腹部CTコースは、基本コース（一般検査 ・呼吸器系 ・循環器系・消化器系 ・泌尿器系 ・感覚器etc)の内

容に腹部X線CT検査を加えたコースです。
●腹部CT検査は、従来の検査では観察できにくい部分をより精密に検査し、小病変や腫瘤のある場所や性

状を描出するのに優れています。
●また、各臓器（肝臓 ・胆嚢・ 膵臓 ．腎臓 ・牌臓）の質的および形態的な変化を描出します。
●もちろん、頭部CT検査は標準項目になっています。

●体の総点検をしてみたいあなたにピソタリのコースです。

▼航珈んが気になるあなたに！
1泊2日ドック

胸部CTコース
●胸部CTコースは、基本コース（一般検査 ・呼吸器系 ・循環器系 ・消化器系 ・泌尿器系 ・感覚器etc.）の内
容に胸部X線CT検査を加えたコースです。

●胸部CT検査では、肺や心臓のわずかな病変の有無や、病巣の内部構造を検査することができます。
●従来のX線写真（胸部の単純撮影）では発貝できにくかった肺がんも見つけることができます。
●このコースも、頭部CT検査は標準項目になっています。
●タバコがなくなるとイライラするお父さんにピッタリのコースです。

＊検査料金 ●組合員料金 ：55,000円
（消費税別、宿泊費含む）

●一般料金 ：66,000円
（消費税別、宿泊費含む）

女開設曜日

＊宿泊場所

●月 ・火／水 ・木曜日

（祝祭日は除く）

● 「道後パストラル」
松山市岩崎町2丁目 8-22 

（送迎はタクシーで行っています。）

ばは認、お申し込みは1

最寄りのJA窓t]か、
フリーダイヤル 0120-874702 までどうぞ！

仁―------X線CT検査とは、 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

: X線CT（コンピューター断層撮影法）は、生きたままの人間の体の解剖図を、痛くもかゆくもなくコンピューターが断層像として正解に描きだすものです。 i 
； 従来のX線写真は、立体的な体である頭や胸にX線を照射し、体を透過してきたX線を1枚のフィルム上に平面的な影絵として映し出す方法です。その影 ； 

；絵を医師が見て診断を下しています。 CTでは、人体の断面を、コンピューターが描きますから、より精密な画像がきわめてわかりやすく表示され、より適 ； 

：切な診断ができるわけです。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------" 

表

彰

状

年ゞ

西

永

善

短

戻

ぃr-

あ
な
た
は
多
年
に
わ
た
人
ふ
叉
エ
裕
蒻
~

[

と
し
工
言
庄
品
典
10
寄
与
さ
れ
よ
し
た

，に

｛
そ
の
功
掻
は
ま
こ
と
に
顕
箸
で
あ
り

-
59~―

 

4
 

―
他
の
範
と
な
る
も
名
す

c
 

ょ
そ
虐
受
含
仝
授
精
肝
苓

善
＋
匹
回
通
常
蓼
に
あ
た
り
こ
れ
を

．．
 

表
彰
し
ま
す

キ
成
九
年
七
月
＋
へ

a

克
共
笙

伊
賀
貞
雪

表
彰
、
お
め
で
と
う

愛
媛
県
で
は
、
家
畜
人
工
受

精
の
普
及
発
展
に
顕
著
な
功
績

が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
家

畜
人
工
受
精
師
を
表
彰
し
畜
産

の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
、
「
愛
媛
県
優
良
家
畜

人
工
受
精
師
知
事
表
彰
」
制
度

が
有
り
ま
す
が
、
今
回
J
A
肱

川
営
農
指
導
課
長
西
永
菩
矩
氏

が
そ
の
誉
に
浴
さ
れ
去
る
七
月

十
八
日
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
更
な
る
御
活
躍
を
期
待
致
し

ま
す
。
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,--------------------------------------------------------------ヘi ’  
！ Irma_＿望― j―亨哀・，，，，， l 

！ 

！ 

i 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! ！ 

i 
l乾椎茸市況（松山椎茸市場）I : 
市売日• ••乎成 9 年 8 月 4 日 ！ 
市売数羹 •936ケース 16,640kg 
平均単価 4,692円

！ 
銘柄別単価

□#1：長□；／□二瑞ーロニロニニ:況--全［三〗［／／’-三／畠ー？：ーローロ／ー買:は-：-<-[
県森連 市況

平成 9年 7月29日

大洲木市より （単位m'当り：円）

長さ 末口径
ス ギ ヒノキ マッ

その他
直 曲がり 直 曲がり 直

7"'i ［ 下

本本 4 6 0 本 120本 593本 148
8 cm 501 本 333本 767本 683

4m 13 CIII 22,800 42,700 18cm上18,000
18 cm 20,000 40,000 24cm上19,000
2 4 CID 20 500 43 000 30cm上29000 
7 cm 本 198本 95本本 2 1 9 本 95
8 cm 本 265本 265 356 本 356

3m 

1 1 直i ［ 上上

15,000 23,300 
13 cm 20,200 -35,600 -18cm上18,000
18 cm 20,000 -37,300 -24CIII上19,000
24 CIII 18 000 30cm上
7 cm 本 50: 一一 本本 5一0 : 2m 8 CJD 本 一
16 cm 8,000 -20,000 -13cm上
3 0 CID 30cmJ: 

6m 13 cm 24,200 60,000 
18 cm上 22 500 50 500 

特選 238,900 

足 場 lm当たり 円～円

備考 杉長・桧雨柱で材入中荷心減に少上！！向き、相場は強保合。小径木 ・桧優良材は品薄の為、 買気強

し‘o

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ 9,000 ~ 9,790 強 特用大 4,600 ~ 5,800 強

大 厚 6,500~ 8,200 強 特用中 4,800 ~ 6,000 強

中 厚 8,500~ 9,700 強 特用中小 4,500 ~ 5,500 強

中小厚 6,800 ~ 8,100 強 特用小 4,000 ~ 5,000 強

4ヽ 厚 4,200~ 5,800 強 大パレ 3,700 ~ 4,200 強

大 ウ ス 7,200 ~ 8,000 強 中バレ 4,000 ~ 4,500 強

中ウス 6,000 ~ 7,500 強 中小バレ 3,800 ~ 4,300 強

中小ウス 5,400 ~ 6,500 強 4ヽ バ レ 2, 700 ~ 3, 500 強

4、ウス 4,000 ~ 5,400 強 変 形 3,200 ~ 6,000 強

ジ ャ ミ 2, 100 ~ 3, 500 強 色悪ウス 3,000 ~ 5,200 強

どんこ大 ～ 色悪パレ 2,200 ~ 3,400 強

鼻どんこ中 6,000 ~ 9,200 強 '」粒卜でノコ ～ 

どんこ小 3,400 ~ 5,000 強 スライス 2,000 ~ 4,000 強

林
業
改
善
資
金
は
、

全
て
無
利
子
で
林
業
機

械
の
購
入
、
間
伐
に
よ

う
す
る
作
業
労
賃
、
作

業
路
開
設
費
、
後
継
者

育
成
の
た
め
の
技
術
研

修
に
要
す
る
資
金
等
の

貸
付
を
行
う
も
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
、
貸
付

対
象
機
械
の
高
機
能
化
、

大
型
化
等
に
よ
る
価
格

の
上
昇
に
よ
り
、
貸
付

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
｛
①
集
材

機
（
四
九

0
万
円
↓
七

四
0
万
円
）
②
林
内
作

業
用
ト
ラ
ク
タ
（
四
〇

0
万
円
↓
七
八
0
万
円
）

③
ク
レ
ー
ン
付
き
作
業

車
（
六

0
0
万
円
↓
八

三
0
万
円
）
｝
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

新
し
く
自
走
式
保
健
施

設
（
シ
ャ
ワ
ー
又
は
ト

イ
レ
を
備
え
た
車
両
）

の
購
入
資
金
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
、
間
伐
用
作
業
路

の
開
設
資
金
、
集
運
材
用
機
械
、

施
設
使
用
量
及
び
作
業
労
賃
、
資

材
の
購
入
費
用
、
間
伐
材
高
度
加

工
施
設
の
設
置

・
購
入
に
必
要
な

資
金
、
伐
期
の
長
期
化
と
特
用
林

産
物
生
産
を
組
み
合
わ
せ
た
経
営

の
開
始
に
必
要
な
資
金
、
防
振
装

置
付
き
チ
ェ
ン
ソ
ー
そ
の
他
林
業

労
働
災
害
の
防
止
に
有
効
な
作
業

負
荷
の
軽
減
等
の
た
め
の
施
設
等

の
設
置

・
購
入
に
必
要
な
資
金
等

の
貸
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
（
平
成
九
年
度
）

の
貸
付
申
請
書
の
提
出
期
日
は
、

平
成
九
年
九
月
二
十
五
日
・
平
成

九
年
十
一
月
二
十
五
日
・
平
成
十

年
二
月
十
日
の
三
回
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
有
効
な
資
金

貸
付
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
要

望
が
あ
る
方
は
森
林
組
合
又
は
八

幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
林
業
課

ヘ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

赤
松
寛
和

林
業
改
善
資
金
に
つ
い
て

9
月
2
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
10
日（水
）中
津
方
面

9
月
11
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
16
日（火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
17
日（水
）岩
谷
方
面

9
月
18
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
22
日
（
月
）
宇
和
川
北
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

9
月
24
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
25
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
30
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定
表

9
月
3
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

9
月
5
日（金
）上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

9

月
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

9
月
10
日
（水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

9
月
12
日
（
金
）
久
保

9
月
16
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

9
月
18
日
（
木
）
広
常
・
影
地

9
月
19
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

9
月
20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

9
月
22
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

9
月
25
日
（木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

9
月
27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

9
月
29
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

9
月
4

日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
19
日
（
金
）
宇
和
J
方
面
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9
月
の
果
菜
類
の
管
理

今
年
は
例
年
に
な
く
雨
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
所
の
野
菜
の

生
育
具
合
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
月
は
秋
に
向
け
て
の
野
菜
の
栽

培
管
理
と
、
台
風
対
策
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
病
害
虫
防
除

こ
れ
か
ら
気
温
が
下
が
っ
て
く
る

｀
と
病
害
虫
に
と
っ
て
は
活
動
し
や
す

い
環
境
に
な
り
、
病
害
虫
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

病
気
に
つ
い
て
は
キ
ュ
ウ
リ
で
は

ベ
ト
病
、
褐
斑
病
、
黒
星
病
、
斑
点

細
菌
病
、
う
ど
ん
こ
病
な
ど
、
ま
た

ピ
ー
マ
ソ
で
は
軟
腐
病
、
斑
点
細
菌

病
、
う
ど
ん
こ
病
、
斑
点
病
な
ど
が

広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
い
ず
れ
も
草
勢

が
低
下
し
て
、
活
力
が
落
ち
て
く
る

と
蔓
延
し
や
す
く
な
り
、
防
除
が
困

難
に
な
り
ま
す
の
で
定
期
的
な
予
防

散
布
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
す
で
に

発
病
し
て
い
る
圃
場
で
は
、
薬
剤
散

布
に
よ
っ
て
こ
れ
以
上
広
が
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

害
虫
で
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ハ
ダ
ニ

の
ほ
か
、
キ
ュ
ウ
リ
で
は
ウ
リ
ノ
メ

イ
ガ
が
、
ま
た
ピ
ー
マ
ソ
で
は
チ
ャ

ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
、
ス
リ
ッ
プ
ス
な
ど

の
発
生
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、

果
実
だ
け
で
な
く
茎
葉
部
に
も
注
意

し
て
、
早
期
発
見
・
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

②
台
風
対
策

今
年
は
例
年
に
な
く
台
風
の
四
国

上
陸
が
多
く
、
被
害
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
警
戒

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
排
水
溝
の
整
備
、
誘

引
の
強
化
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
補
強
な

ど
で
す
が
、
そ
の
他
事
前
の
摘
果
や
、

予
防
効
果
の
あ
る
薬
剤
（
ジ
マ
ソ
ダ

イ
セ
ソ
等
）
を
台
風
前
後
に
散
布
し

て
お
き
ま
す
。

③
寡
日
照
対
策

今
年
の
夏
は
台
風
も
含
め
て
雨
が

多
く
、
例
年
よ
り
日
照
が
少
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
生
育

が
や
や
軟
弱
気
味
に
な
っ
て
お
り
、

病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
照
不
足
や
雨
に
よ
り
着

果
率
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
収
量
が

低
下
す
る
ほ
か
、
生
育
が
栄
養
生
長

に
偏
っ
て
草
勢
の
バ
ラ
ソ
ス
を
崩
し

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
草
勢
の
コ

ソ
ト
ロ
ー
ル
に
は
注
意
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
は
秋
野
菜
の
播
種
期

に
も
当
た
り
ま
す
が
、
圃
場
の
準
備

は
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
の

で
、
タ
イ
ミ
ソ
グ
良
く
行
う
よ
う
心

が
け
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

コ
シ
ヒ
カ
リ
、

収
穫
と
乾
燥

＿
‘
刈
り
取
り
適
期

目
安
と
し
て
は
、
穂
が
出
て
か
ら

約
35
日
後
。

最
長
秤
の
籾
の

85
％
程
度
が
黄
変

し
、
穂
の
一
部
に
緑
色
の
部
分
が
残

る
頃
が
適
期
。

二
、
適
期
判
断
の
注
意
点

早
期
栽
培
の
場
合
、
収
穫
期
が
高

温
で
あ
る
た
め
、
収
穫
が
遅
れ
る
と

品
質
低
下
を
招
く
の
で
注
意
す
る
。

刈
り
取
り
適
期
に
な
っ
て
い
て
も
、

茎
葉
は
ま
だ
青
々
し
て
い
る
の
で
、

籾
の
熟
れ
具
合
で
判
断
す
る
。

あ
き
た
こ
ま
ち
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
比
べ
て
、
登
熟
の
揃
い
が
悪
い
の

で
、
収
穫
遅
れ
に
な
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
早
め
に
収
穫
す
る
よ
う
に
す

る。
稲
架
干
し
を
す
る
場
合
は
、
追
熟

が
期
待
で
き
る
た
め
、
目
安
よ
り
三

日
程
度
早
め
に
収
穫
す
る
。

三
、
適
正
乾
燥

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
収

穫
後
五
時
間
以
内
に
乾
燥
を
始
め
、

乾
燥
温
度
は

38
℃
を
超
え
な
い
よ
う

に
す
る
。

稲
架
干
し
を
行
う
場
合
は
、
高
温

期
に
長
く
お
く
と
品
質
低
下
の
原
因

に
な
る
の
で
、
早
め
に
水
分
測
定
を

行
い
脱
穀
す
る
よ
う
に
す
る
。

仕
上
が
り
水
分
は
、

15
％
を
目
標

に
す
る
。

家
畜
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
計
画
的

な
秋
ま
き
飼
料

匠＠ 鰤霞

あ
き
た
こ
ま
ち
の

一

収

穫

今
月
下
旬
頃
か
ら
早
生
種
の
収
穫

が
始
ま
り
ま
す
。

収
穫
は
、
果
実
の
減
量
や
腐
敗
を

防
ぐ
た
め

に
午
前
中
の
気
温
が
上
が

ら
な
い
う
ち
に
行
っ
て
下
さ
い
。
ま

た
、
品
質
低
下
を
防
止
す
る
た
め
に

も
毎
日
ま
た
は

一
日
お
ぎ
に
収
穫
し

ま
す
。

収
穫
後
の
イ
ガ
は
病
害
虫
の
発
生

源
に
な
り
ま
す
の
で
、
集
め
て
焼
却

す
る
か
土
中
に
埋
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

二

秋

肥

施

用

収
穫
後
の
樹
勢
回
復
、
翌
年
の
新

梢
充
実
、
雌
花
の
増
加
を
図
る
目
的

で
秋
肥
を
施
用
し
ま
す
。

九
月
中
旬
ま
で
に
愛
媛
く
り
ブ
レ

ソ
ド

肥
料
を

1
0
a
当
た
り
4
0
k
g
施
用

し
ま
す
。

三

害

虫

防

除

モ
モ
ノ
ゴ
マ

ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
第
三

化
成
虫
が
八
月
下
旬
頃
か
ら
孵
化
産

卵
し
ま
す
。
エ
ル
サ
ソ
乳
剤
で
防
除

し
て
下
さ
い
。

四

そ

の

他

庭
先
選
別
を
徹
底
し
、
虫
ぐ
り
、

腐
敗
ぐ
り
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
生
産
機
能
回
復
対
策

猛
暑
が
長
時
間
続
く
と
家
畜
の
コ

ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
は
か
な
り
悪
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
畜
の
体
力

や
繁
殖
能
力
の
早
期
回
復
を
図
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
乳
用
牛
や
肉
用
繁
殖
牛
で
は
、
良

質
の
粗
飼
料
を
十
分
給
与
し
栄
養
バ

ラ
ソ
ス
を
再
度
検
討
・
改
善
し
、
産

乳
や
繁
殖
の
機
能
向
上
を
図
る
。

二
、
秋
播
き
飼
料
作
物
の
栽
培

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
青

刈
り
・
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
燥
の
い
ず

れ
に
も
適
し
、
収
量
は
多
く
嗜
好
性

も
良
い
た
め
、
秋
播
き
飼
料
作
物
の

代
表
的
な
草
種
で
あ
る
。

播
種
期
は
九
月
か
ら
十
月
ま
で
と

幅
広
い
。
極
早
生
と
晩
生
種
で
は
収

穫
期
で
あ
る
出
穂
は
、
約
一
カ
月
も

違
う
た
め
作
付
体
系
や
給
与
体
系
を

勘
案
し
品
質
を
決
定
す
る
。

施
肥
量
は
元
肥
と
し
て

1
0
a
当
た

り
堆
肥
2
ー

3

t
、
窒
素
12
槌
、
燐

酸

10
柊
、
加
里

10
槌
（
成
分
量
）
と

す
る
。
播
種
量
は

1
0
a
当
た
り

3
i

4
槌
で
、
全
面
散
播
と
す
る
。

そ
の
他
多
汁
質
飼
料
（
飼
料
カ
ブ
）

も
労
力
を
考
慮
し
た
栽
培
体
系
も
検

討
す
る
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
ま
し
ょ

。
ぅ大

洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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優勝カップを受ける下鹿野川セ・リーグチーム

五
月
六
日
に
開

幕
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
が
七

月
十
四
日
に
閉
幕

し
ま
し
た
。
今
年

は
梅
雨
の
影
響
も

少
な
く
無
事
修
了

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
三
部
制

と
な
り
各
リ
ー
グ

で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に

I
部
で
は
、

¥u
,

t
 

う
、T

＼℃

匂
し

（対戦成績表
)
~ 

最終試合が終わらないと順位が

決定しないという激戦となりま

した。この試合の結果、I部で

は下鹿野川セ・リーグ、II部で

は大谷ファイヤーストーソズ、

III部では山鳥坂ダムウイソグス

が優勝しました。

また、準優勝は、I部ヤソグ

予子林、II部中野ドッグバック、

III部岩谷パワーズとなりました。

選手の皆さんお疲れさまでし

た。結果は次のとおりです。

上 上 オ 正 ヤ

息： 
勝 順

三位優準勝優勝鹿 鹿 I 山 ン

I部 野 里予
）レ 才 グ
中 | 予

J 11 J 11 居 ）レ 子
1.J 

B A ヘ’［＝ `` ド 林 少 ‘占`̀‘ 
位

上鹿野JIAIヤJI下鹿野セI 上鹿野川 B＼ X X 

゜
X X 

゜
2 5 

上鹿野川 A

゜
＼ △ 

゜
X 

゜゚
4.5 3 i オール中居谷

゜
△ |＼ 

゜
X X X 2.5 4 

正山オールド X X X ＼ X X X 

゜
7 リ

ヤング予子林

゜゚゚ ゜
＼ X 

゜
5 2 少

下鹿野川ビリーグ

゜
X 

゜゚゚
I¥ 

゜
5 1 

中野ファイターズ X X 

゜゚
X X ＼ 2 6 

オ 栄土』土.... 

： 
一：：：： 大

： 
赤

勝 順
位三優勝準優勝

I ド ヘ-Cコ、
）レ マ ）レ

II部

>
ツ

予
メ 右9 9, 

キ

支
子 ‘ソ

林 ‘ソ 橋
9 占9ヽ ヽ 位

ルミド野中ド大谷フ
オールド予子林 X X X X X 

゜
1 6 

共栄マッキーズ

゜
＼ X X 

゜
X X 2 5 

予子林バグツイヤアl 大谷ファイヤーストーンズ

゜゚
＼ 

゜
△ 

゜゚
5.5 1 

ミドル予子林

゜゚
X ＼ 

゜
X 

゜
4 3 

大谷メッツ

゜
X △ X ＼ X 

゜
2.5 4 名[

中野ドッグバック

゜゚
X 

゜゚
八

゜
5 2 

赤岩橋 X 

゜
X X X X ＼ 1 7 妥

月広 道

闘i 
芦.,． 

ウ山
勝 順

位三準優勝優勝
J 11 野 ヘ-＝ `` げ鳥町

尾 Jヽ
III部 言義

ワ
ン坂

云^＿ 
グダ

諄義 山 l 
9 占9ヽ ヽ 位

野尾道・岩谷バワ鳥坂山ダ合
興 槌 ス. 月 仄ム

肱川町議会議員八 X X X 

゜゚
2 5 

道野尾 ・山槌

゜
＼ 

゜
X 

゜
X 3 3 

肱川町農業委員会

゜
X ＼ X 

゜
X 2 4 槌山ズ1 ィ

岩谷パワーズ

゜゚゚
＼ 

゜
X 4 2 

月 x X X X 八 X 

゜
6 う

山鳥坂ダムウイングス X 

゜゚゚ ゜
＼ 4 1 ス

差
別
根
絶
に
向
け
、
同
和
教
育
の

当
面
す
る
課
題
を
討
議
す
る
「
四
国

地
区
同
和
教
育
研
究
大
会
」
（
四
国
地

方
同
和
教
育
協
議
会
、
県
教
委
な
ど

主
催
）
が
七
月
十
日
（
木
）
か
ら
十
一

日
（金）
ま
で
の

二
日
間
、
松
山
市
の

県
民
分
科
会
館
を
主
会
場
に
市
内
十

三
ヶ
所
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
も
学
校
関
係
者
を
始
め

と
し
て
、
の
べ
ニ
十
四
名
が
参
加
し
、

研
修
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
一
日
目

の
開
会
式
で
は
、
「
差
別
を
な
く
す

人
間
づ
く
り
と
社
会
意
識
の
醸
成
に

努
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。
」

と
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
は
同
和
教
育
協
議
会
が
結
成

さ
れ
て
以
来
、
四
国
四
県
の
持
ち
回

り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
は
、
教
職
員
や
教
育
行
政
関
係
者

ら
約
六
千
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

体
会
で
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は

「
二
十

一
世
紀
は
人
権
の
世
紀
。
本

大
会
で
差
別
解
消
に
向
け
た
提
言
が

出
る
も
の
と
期
待
す
る
。
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
主
催
者
側
か
ら
は
、

・
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
生
活
基
盤

の
弱
い
地
区
に
就
労
面
で
の
影
響
が

あ
る
。

・
就
職
、
結
婚
で
差
別
が
い
ま
だ
に

後
を
絶
た
な
い
。

・
同
和
教
育
が
マ

ソ
ネ
リ
化
し
て
い

る。

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
報
告
を
受
け
て
、

「
被
差
別
の
側
に
立
ち
ぎ
る
」
指
導

を
続
け
、
同
和
教
育
を
柱
に
人
権
教

育
全
般
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
午
後
か
ら
は
、
二
日
間

に
わ
た
り

「就
学
前
教
育
」
、
「
健
康
」
、

「
進
路
保
障
」
、
「
自
主
活
動
」
な
ど
十

四
テ
ー
マ
別
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

実
践
例
の
発
表
や
意
見
交
換
が
熱
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

笈
別
を
な
く
す
人
問
づ
く
り
と
社
会
意
識
の
醸
成
」
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明
老
大
学
の
開
講
式
を
七

月
三
十
一
日
（
木
）
、
公
民
館

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
明
老

大
学
は
、
老
人
の
方
に
楽
し

く
頭
と
体
を
動
か
し
学
習
し

て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
十
三
回
目

と
な
り
ま
す
。
各
老
人
ク
ラ

プ
よ
り
三
、
四
名
程
度
出
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

二
十
一
名
が
参
加
、
昨
年
か

ら
引
き
続
ぎ
参
加
さ
れ
て
い

る
方
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ヽ

例
年
で
す
と
八
月
に
開
講
式

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
七
月
か
ら

二
月
ま
で

の
計
八
回
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
開
講
式
の
後
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん
は
、
肱
川
町
の

紹
介
映
画
、

「
風
の
町
ひ
じ

か
わ
発
信
風
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
観
て
、
肱
川
の
再
認
識
を
、

ま
た
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

学
習
し
た
後
、
午
後
か
ら
は

音
楽
教
室
、
リ
ズ
ム
運
動
で

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、
文
化
財

め
ぐ
り
、
毛
筆
、
ス
ポ
ー
ツ
、

陶
芸
と
い
っ
た
巾
広
い
学
習

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
ま

た
、
血
圧
測
定
も
行
い
健
康

に
も
注
意
し
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
も
楽
し
く
参
加

し
て
下
さ
い
。

今
が
青
春
"
・

今年の参加者のみなさん 体を動かして

「
大
き
い
小
さ
い
の
問
題
で
は

な
く
今
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に

必
要
な
の
は
、
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
だ
と
思
い
ま
す
。

『
変
え
て
い
き
た
い
』
ー
み
ん

な
が
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
行

動
す
れ
ば
、
世
の
中
は
変
わ
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

す
ぐ
隣
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
身
近
な
所

で
差
別
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
の
私
た
ち
に
も
、
そ
の
み
に
く

い
差
別
を
な
く
し
て
い
く
力
が
あ

る
は
ず
な
の
で
す
。
」

こ
の
主
張
に
覚
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
は
、
肱
中
の

A
さ
ん

が
、
数
年
前
の
人
権
集
会
で
発
表

し
た
一
部
で
す
。
そ
れ
が
、
今
年

度
改
訂
さ
れ
た
県
の
中
学
校
用
同

和
教
育
教
材
「
ほ
の
お
」
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
人
々
と
の
体
験
や
小

・

中
学
校
で
取
り
組
ん
だ
同
和
問
題

学
習
で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

A
さ
ん
の
主

張
を
基
に
し
て
、
愛
媛
県
下
の
中

学
生
が
学
習
を
深
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

A
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
我
々
も
今

一
度
考
え
て
み
た
い

と
思
い
、
以
下
主
張
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

肱

川

中

学

校

内

藤

信

男

肱
中
先
輩
の
思
い
「
ほ
の
お
」
に

「
ち
ょ
う
ど

一
年
前
、
ク
ラ
ス

で
班
に
分
か
れ
、
部
落
差
別
に
つ

い
て
学
習
し
ま
上
た
。
私
は
、

『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』
の
考
え

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
考
え
に
反
対
し
、
伝
え
る
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
に
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
す
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。

私
が
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
知
っ

た
の
は
小
学
校
の
時
で
し
た
。
担

任
の
先
生
か
ら
お
話
を
聞
き
、
驚

い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
で
も
今
、

教
え
て
も
ら
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
何

も
知
ら
な
い
ま
ま
で
い
た
ら
、
私

は
差
別
に
対
し
て
、
傍
観
者
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
は
伝
え
た
い
の
で
す
。

『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』
と
い
う

考
え
は
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
寝

た
子
は
起
き
る
時
が
く
る
の
で
す
。

そ
れ
な
ら
、
子
ど
も
に
正
し
い
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た

い
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
。

部
落
差
別
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
種
差
別
、
男
女
の
性
差
別
、

学
歴
差
別
。
私
た
ち
は
今
、
残
さ

れ
て
い
る
様
々
な
問
題
を

一
っ
―

つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ー
中
略
|

皆
さ
ん
も
、

身
近
な
こ
と
か
ら
考
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
気

付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

一
歩

踏
み
出
す
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

＿

吉

田
松
蔭
は
私
塾
指
導

．
 

で
、
身
分
に
関
係
無
く
わ

．
 

．
 

~
け
隔
て
な
く
ど
の
子

に
も

~

同
じ
態
度
で
接
し
、
誰
に

[

も

大

変

や

さ

し
く
師
匠
顔

．
 

．
 
~
を
し
な
い
先
生
だ
っ
た
。

．
 

．
 
~
塾
生
の
長
所

を
実
に
的
確

．
 

に
見
出
し
、
そ
れ
を
長
州

．
 

．
 一

、
天
下
一
と
褒
め
て
感
激
さ
せ
る

．
 

．
 

．
 
~
大
変
な
褒
め
上
手
だ
った
と
言
う
。

~
ま
た
、
山
本
五
十
六
元
帥
は
「
し

．
 

．
 
~
て
見
せ
て
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ

~
せ
て
み
て
褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動

~
か
じ
」
と
言
っ
て
い
る
。

．
 
~
ど
ん
な
人
間
で
も
何
か
良
い
点
は

[
あ
る
。
そ
れ
を
探
し
出
し
て
褒
め
て

．
 

．
 

~
や
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

．
 
~
京
都
大
学
で
総
長
を
務
め
ら
れ
た

~
平
澤
其
氏
は
、
新
潟
県
の

田
舎
の
分

．
 

~
校
か
ら
、
新
褐
市
の
叔
父
の
家
に
移
っ

．
 

~
て
、
町
の
小
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
っ

．
 

~
た
と
き
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ

i

て
い
る
。

~
三
日
目
、
習
字
の
時
間
。
知
ら
な

．
い
人
ば
か
り
な
の
で
、
う
つ

む
い
て

．
 

．
 

~
ひ

た
す
ら
筆
で
字
を
書
い
て
い
た

。

~
「
平
澤
、
き
れ
い
な
字
が
書
け
る
な
。

~
こ
ん
な
ぎ
れ
い
な
字
を
書
く
と
は
」

~
担
任
の
本
山
先
生
は
話
し
な
が
ら
、

~
字
の
書
か
れ
た
半
紙
を
黒
板
に
貼
ら

~
れ
た
。
：·
ー
：
私
の
今
日
あ
る
の
は
、

i

全
く
、
本
山
先
生
の
お
陰
で
す
。

~
人

間
は
誰
で
も
褒
め
ら
れ
る
と
嬉

．
 

~
し
い

。
そ
し
て
褒
め
て
く
れ
た
人
、

．
 

・
認
め
て
く
れ
た
人
の
信
頼
に
応
え
よ

．
 

．
 

．
 

．
 

~
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

．
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（中学校県総合体育大会結果）
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l夏まつりカラオ如大会、歌間シ正項暉］
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7月22日から24日の間、松山市を主会場に

開催されました。肱川中学校より野球、ソフ

トテニス女子、陸上に参加しました。

結果は次のとおりです。

＊団体戦
令野球部

1回戦肱川 1対11松前（松前町）
令ソフトテニス女子

1回戦肱川 0対 3 旭（松山市）

＊個人戦

令ソフトテニス
和気美奈・北川睦子組 1回戦敗退
冨永ゆかり ・山口弥生 1回戦敗退

令陸 上
西本久美子三種競技B 2027点
(100日19" 78 幅 4m02 砲 8m36) 
冨 永 美 樹高跳び 1 m35 
大西智子砲丸投 7 m49 
束 由起 2年100m 14" 49 

8月 7日鹿野川夏まつりカラオケ大会と歌謡ヽンョーを文化

協会主催で開催しました。カラオケ大会には町内より 9名、

町外より 4名計13名の参加がありました。テープでは、歌詞

を 2番まで覚えておくことができないという要望があり、今

年はレーザーディ スクも使えるようにしました。みなさん日

頃の練習の成果を披露されていました。

また、歌謡ヽンョーでは地元出身の和気安子さんが熱唱、観

客の方の拍手を誘っていました。

なお、結果は次のとおりです。

1町内の部I

優勝高野シゲ子

準優勝子茂田清子

3 位今宮麻衣

努力賞松岡一美

熱 唱

1町外の部I

優勝石田次男（大洲市）

準優勝松井好定（五十崎町）

50mバタフライ（女子）で新記録
■川上地区小学校水泳大会決勝記録一覧表

ー 川上地区小学校水泳大会 7月23曰一

※ 県標準記録、標準記録突破
※※ 大会記録、大会新記録

学 男 子 女 子 学 男 子 女 子
種目

順 氏
種 目

順 氏年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考 年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

1立花志郎 1'25" 8 正山 ※ 山田美幸 1'25" 7 正山 ※ 1上田侑弘 52"1 大谷 堀川史恵 40"9 予子林 ※※ 
100 m フ 5 0 m フ

リ 2上田侑弘 1'3 7’'1 大谷 堀JII 七恵 1'38" 3 予子林 バタ リ 2山崎裕二 52"3 河辺 新 優佳 55" 4 河辺
自由形 I フライ I 

3東慶一郎 1'3 7’'6 予子林 冨永佳織 1'44" 5 中野 3藤高佑介 53"5 中野 松下真菜 56"3 河辺

1 中野賀津記 1'44" 1 中野 ※ 三瀬瑠美子 1'47" 4 中野 ※ 1山内 淳 17’'9中野 ※ 山田美幸 16"6 正山 ・※
100 m フ フ

リ 2藤田秀幸 1'58" 0 予子林 中津恵美 1'56" 3 河辺 リ 2森 大地 18"2 中野 ※ 上田真理子 1 7”7 正山 ・※
平泳ぎ I I 

3松林秀樹 2'01" 4 河辺 高橋智美 1'56" 6 予子林 2 5 m 3土居勇輝 18"6 正山 山0まり絵 18"8 中野

1藤高佑介 1'25" 1 中野 市川麻由美 1'08" 8 予子林 ※ 自由形 4 1 山本大介 21" 4 大谷 冨永奈々美 21’'0 中野
7 5 m フ

年
個人メ リ 2岡本和也 1'2 7’'3 大谷 田中麻衣 1'26" 6 河辺 以 2黒田 利信 22''4 正山 出水麻美 21‘'4 中野
ドレー I 下

3 武田幸恵 1'4 1’'6 河辺 3片山弘志 24"0 中野 大森喜美代 21"6 予知

1 山内 淳 40"4 中野 ※ 市川麻由美 36"3 予子林 ※ 1丸山裕介 28"2 中野 宮田さゆり 26"5 予痘
フ 2 5 m 4 

リ 2森 大地 42"2 中野 大野多恵子 39" 4 正山 ※ 
年

2清水康秀 30"2 河辺 清家沙穂 27" 4 中野以
I 平泳ぎ 下

5 0 m 3上岡弘侑 42"2 正山 上田真理子 40"7 正山 ※ 3冨永章博 34"9 大谷 松岡佐也加 28"7 中野

自由形
4 1 丸山裕介 47" 2 中野 宮田さゆり 44" 4 予子林 1山崎裕二 21"8 河辺 堀川史恵 18"2 予子林・X•

2 5 m フ
年

2中塚竜介 49"6 大谷 冨永奈々美 44"7 中野 バタ リ 2笹木聖吾 22"5 中野 兼本浩美 24"2 河辺以
下 フライ I 

3冨永室博 55"7 大谷 中岡恵美 50"5 正山 3立花志郎 24"7 正山 新 優佳 24"7 河辺

1中野賀津記 47’'6 中野 ※ 三瀬瑠美子 48"9 中野 ※ 1中野小 2'26"3 予子林小 2'17" 7 ※ 
5 0 m フ 150 m 

リ 2笹木聖吾 51"9 中野 中津真美 51’'1 河辺 ※ メドレー 2正 山 小 2'38"1 正山小 2'23"8 
平泳ぎ I リレー

3藤田秀幸 54"8 予子林 中津恵美 51’'7 河辺 3予子林小 2'41"9 中野小 2'36"0 

1東慶一郎 56" 2 予冠 堀川七恵 49" 4 予子林 1中 野 小 3'02"3 正山小 3'04"3 
5 0 m フ 200 m 

リ 2岡本和也 1'02" 1 大谷 酒井裕美子 55"5 河辺 2正山小 3'08" 4 中野小 3'11" 6 
背泳ぎ I リレー

3上田賢太 1'02" 8 河辺 平田 鮎美 59"2 大谷 3河 辺 小 4‘1 1“7 河辺小 3'17" 9 
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皆
様
、
初
め
ま
し
て
、
今
年
の

四
月
か
ら
建
設
水
道
課
へ
配
属
さ

れ
ま
し
た
清
水
早
苗
で
す
。
も
う

す
ぐ
五
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

私
は
社
会
人
に
な
っ

て
三
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
な
事
、

例
え
ば
電
話
の
対
応
な
ど
で
ぎ
て

い
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
つ

目の
< クゞ

i 
清水 早苗

青年団だより

s
 
u
 
k
 い

先
日
あ
り
ま
し
た
新
人
研
修
を

受
け
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
痛
感

し
、
こ
れ
か
ら
先
、
努
力
が
必
要

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
か
ら
青
年
団

へ
入
団
し
た
わ
け
で
す
が
、

ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
機
会
が
多
く
し
ば
ら
く

運
動
と
は
無
縁
の
生
活
を
し
て
い

た
私
に
と
っ
て
、
少
し
つ
ら
い
面

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
よ

い
運
動
不
足
解
消
に
な
り
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
練
習
を
す
る
度
、
筋

肉
痛
に
な
り
、
試
合
で
は
皆
様
の

足
を
ひ
っ
ぱ
る
と
い
う
情
け
な
さ

だ

っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。
こ
ん
な
未
熟
者
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

唸ソフトボール
1回戦

I誓十；ばI苔悶 I?1ぢI旦I『「]言I
決勝

I冑閏I] | g | ]| ? 1戸Ig | ； 1こI

優 勝 H

＊バドミントン準優勝！！
男子ダブルス 女子ダブルス 混合ダブルス
肱川15-5長浜 肱川8-15長浜 肱川5-15長浜

15-7 10-15 7-15 

甕
認
園
喜
多
郡
醜
皇
塁
園
召
ホ
ー
ツ
大
会
総
合
優
勝

沖

田

修

二

僕
は
、
七
月
二
十
日
に
あ
っ
た
青

年
団
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日

は
と
て
も
暑
い
日
だ
っ
た
の
で
と
て

も
大
変
で
し
た
。
僕
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
の
で
迷
惑

む
か
け
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
頑
張

り
で
な
ん
と
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
度
は
県
大
会
で
す
。
今
回
の
大

会
以
上
に
頑
張
っ
て
県
大
会
で
も
よ

い
成
績
を
お
さ
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
、
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー

め
ざ
せ
県
大
会
優
勝
抒

ー

皆さん

お疲れさまでしたO，

稲

田

利

絵

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
大
会
、
そ
う
聞
く

だ
け
で
毎
年
「
き
っ
と
暑
い
。
」
が
頭

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
昨
年
も
、

そ
の
前
も
••
•
そ
う
思
っ
た
瞬
間

「
バ

ド
ミ
ソ

ト
ソ
大
会
」
は
私
の
中
で
、

試
合
の
作
戦
で
は
な
く
、
暑
さ
撃
退

作
戦
へ
と
快
速
に
変
貌
を
と
げ
て
い

た
の
だ
っ
た
。

当
日
、
思
っ
た
と
お
り
の
熱
暑
、

皆
、
頭
の
さ
が
る
ほ
ど
の
が
ん
ば
り

ぶ
り
、

「お
疲
れ
。
」
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。
そ
ん
な
中
一
人
、
暑
さ

撃
退
作
戦
が
甘
か
っ
た
為
、
今
年
も

や
っ
ぱ
り
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
私
が

、こ。
し
キ
ー

ヽ

ご）

編

集

あ

と

ば

な

し
ミ

皆
さ
ん
、
合
月
の

A
S
U
K
A
は

い
か
が
で
し
た
か
？

も
う
夏
も
終
わ
り
に
近
付
き
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
の
厳

し
い
季
節
で
す
。
体
調
を
く
ず
さ
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

令
月
の

A
S
U
K
A
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
優

勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ニ
位
、
そ
し
て

総
合
優
勝
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

ね
。
選
手
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
こ
の
調
子
で
、
県
大
会

に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
結
果
は
、
随

時、

A
S
U
K
A
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

お

知

せ

鵡
認
画
馘
青
幽
ソ
フ
恥
京
ー
ル
大
会

期

日

平

成

9
年

9
月

20
日
（
土
）

21
日
（
日
）

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園

（
多
目
的
広
場
）

場
所

らヽ

亨亨00土亨亨亨亨亨c)
C) 

翌結婚おめでとう！

; 7周13国［

；， ` 岡隆之さん：厨` (|：こ；
0 0 

g 末長くお幸せに・・・。 名
0 0 
000000000000000000000000000 
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月 の 行 事 予 定 表
1 肱川町防災の日 16 農業委員会

3 民生委員会 19 定例部落長会

5 行政相談 公） 町老人クラブ奉仕作業

5 • 22 心配ごと相談 28 各小学校運動会

14 肱川中学校体育大会 29 税金等出張受入れ

15 敬老行事
＇ 

， 

9 /21,.___,30 秋の全国交通安全運動
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じ
今
ん
ぺ
い

7
/
1
1
山
内
淳
平
ち
ゃ
ん
（
下
鹿
野
川
）

か
つ

や

7
/
13
土
居
活
也
ち
ゃ
ん
（
汗
生
）

み

お

7
/
16
上
野
美
緒
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

り

お

7
/
1
6
上
野
里
緒
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

♦

•
『

9

.-
9・
♦

•
←_
.

9
.

―_
．
9

.
-

..
 

♦

,
f
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9

も
•
9

... 9
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や

す

ら

象

に

•
‘
§
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0
-
•
9
.
0-•
も
·
』

-
.
9

．
ー
・・§
・
―

.. 
9
--＿．
9
 ...
 
§
令

瓜

生

谷

山

中

美
須
恵
さ
ん
(91
歳）

市

之

畦

三

瀬

義

明

さ

ん

(77
歳）

9月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

古 J 11 医 院 44-2407 7 日 （内 子）

（日） 村 上 医 院 24-2346 
（ 常 盤 町 ）

町 田 医 院 43-0211 14日 （内 子）

（日） 久 保 医 院 ,25-0158 
（新 谷）

成 田 医 院 47- 0061 15日 （大 瀬）

（月） 肱 ) 1 | 医 院 25-2915 
（菅 田）

土 居 ・内科外科医院 44-5521 21日 （五 十崎）

（日） 瀕 医 院 26-0003 
（八 多喜）

藤 本 医 院 44-2561 23日 （五十崎）

（火） 城戸眼科医院 24-3008 
（末 広 町 ）

植 木 医 院 44-2215 28日 （五十崎）

（日） 藤本 外 科医院 24-2310 
（ 中 町 ）

※変更になる場合がありますので、 前も って連絡
してか らお出かけ ください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立 大 洲 病 院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

▽
日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

9
月
3
0
日
（火）
＿
保
健
セ

ン
タ

ー一
午
前
9
時
⑩
分
！

9
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五
0
八

9
月
5
日
（金）
＿
保
健
セ

ソ
タ

ー
＿
午
前
10
時？

9
月

25
旦
木
）
一肱
川
町
公
民
館
一
午
前
9
時
30
分
？

9
月

29
旦

月

）＿
保
健
セ

ン
タ

ー
一
午
前

10
時
？

日呈

場

所

時

間

日

程

一

場

所

一

時

間

日

程

一

場

所

一

時

間

◎
そ
よ
風
の
会

◎
9
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

9
月
16
日
（
火
）
か
ら

（出
す
の
は

9
月
1
5
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

毎
月
の
収
集
地
区
の
み
（
上
・
下
鹿

野
川
及
び
中
野
の

一
部）

9
月
9
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る

場
合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注

射
済
票
を
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
場

所

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◎
病
態
別
健
康
相
談

9
月
11
日
（木）
＿
保
健
セ

ン
タ

ー
一
午
前
9
時
20
分
？

◎
行
政
相
談

▽

日

時

9
月

4
旦
木
）
一
建
康
増
進
セ
ン
ク
ー
＿
午
前

10
時
？

日

程

一

場

所

＿

時

間

日

程

一

場

所

一

時

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

担
当
相
談
員

福

田

保

小

川

和

雄

9
月
5
日
（
金
）

山

本

節

子

藤

原

福

計

9
月
22
日
（
月
）

◎
幼
児
教
室

9
月
10
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー
一
午
後
1
時
30
分
？

日

程

一

場

所

一

時

間

相

談

日

日。CI〗

> > ］ 日

, 日-、 日
，火日ー、

月
，金ー、 程

醤 岩

>』
敷

i 谷 水 場
セ

公 集ンノ

夕 民 会 所
I 館 所

11｝篇9 11｝孟10 10 ？孟9 
時31I0114孟時0 0 1`  

時

時悶
分時30 4分時0 2時分03分時0 2時分03分時0 間

分 分分

◎
元
気
印
教
室

◎
心
配
ご
と
相
談

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

▽

時

所 間

F口:国FE-

9 9 9 9 
月月 月月 相

25 8 24 5 
奇詠K 

日日 日日
，ー、，ー、 へへ

木月 水 金 日
ヽ‘ ‘‘  
内 大
子 洲 場

町 商

商
工

工 ニ所
会 所

時

間

9
月
督
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
遺

2

[

※
午
前

10
時
よ
り
、
肱
川
町
公
民
館
で

離
乳
食
実
習
も
行
い
ま
す
。

◎
健
康
相
談

日

程

場

所

， ， ， 
贔 月 月 日

17 2 
日 日 日

程
金 水 ‘火’ 

中 大

i 津 谷 場
集 公
会 民 所
所 鮭官

午午

後 前 時

” ” 2 10 

時 時 間
？ 

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

◎
健
康
づ
く
り
料
理
教
室


